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1 はじめに

現在の感情的なテキスト音声合成モデルは、言語的

なプロソディの制御には成功していますが、人間らし

い本物の感情表現に不可欠な非言語的発声(NVs) [6]を

見落としがちです。近年、いくつかのNVデータセッ

ト [5]が登場していますが、それらは往々にして高品

質で細粒度なアノテーションを欠いており、その結

果、モデルがNV生成を正確に制御する能力が制限さ

れています。この制約に対処するため、我々は細粒度

な非言語表現合成のための新規なアプローチを提案

します。具体的には、我々は既存のコーパスから女性

のNV発話を選別し再処理するとともに、NVのタイ

プ、頻度、持続時間を符号化するための新しいタグ付

けアノテーションスキームを開発しました。これに

基づき、我々は感情TTSのベンチマークを構築し、そ

の有効性を実証します。このNVアプローチは、自然

さとのわずかなトレードオフと引き換えに、表現力と

感情認識の精度を著しく向上させます。感情分析の結

果、happyやfearに特に有効であり、sadの伝達におい

てはほぼ完璧に機能することが確認されました。

2 提案手法

2.1 細粒度非言語表現データの構築

Table 1: Differences between the two designs.

Coarse-grained Fine-grained

<crying> <(crying) wuuuuu whep>

style-level tag Style-level tag

- Vocalization type and control

- Frequency and duration control

提案のデータセットは、 EARSコーパス [7] に

アノテーションとフィルタリングを施して構築さ

れました。本節では、元のデータソースと、最終

データセットにおける非言語音 (NVs) および感

情タグの統計について詳述します。我々は、高品

質な音声コーパスであるEARSデータセットを利

用しました。本研究では、女性話者のNVsを抽出

し、laughter-open、laughter-closed、cheering、
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yelling、crying、screamingの6つの明確なカテゴ

リに焦点を当てました。

Table 2: The specific nonverbal transcript table.

Category Transcript

Cheering ’Wo ho’, ’Yo’

Yelling ’Hey’

Laughter-open ’Ha’

Laughter-closed ’Ha’

Crying ’Whep’, ’Wuu’, ’Sneeze’

Screaming ’Ah’

元の連続的な音声ファイルは、無音の閾値に基づ

いてpydubライブラリを用いて360の録音から739個の

個別発話（約2〜6秒）にセグメント化されました。セ

グメント化後、初期の書き起こしにはWhisperモデル

を使用し、その後に手動検証を行い、細粒度な非言語

書き起こしを確立しました。Table 1に詳述するよう

に,従来の粗粒度タグ付け（例: <laugh>）とは異な

り、我々のシステムは精密な制御のために特定のタグ

構造を使用します。

離散的発声: 音節の繰り返し（例:<(Laughter-open)

ha ha ha>）により、離散的な音（’ha’、’whep’）の

頻度を制御し、非言語のタイプを区別します。

連続的発声: 最後の文字を繰り返すこと（例: ’wuu’ の

各追加 ’u’ が約 0.2 秒を追加）により、連続的な音

（’Wo ho’、 ’wuu’）の持続時間を制御し、精密な時間

制御を可能にします（詳細は表 2を参照）。

2.2 非言語感情TTS

我々は、バックボーンモデルとして Grad-TTS [2]

を採用し、連続的な覚醒度と価 (A-V) ラベル [1] を活

用する感情エンコーダによって機能を拡張しました。

非言語的発声 (NV) アノテーションを効果的に処理す

るため、我々は、スタイル、離散ユニット、持続時間

の各パーサーから構成される NV プロセッサ（図 1）

をテキストパイプラインに導入しました。本プロセッ

サは、<(crying) wuuuuu whep> のような転写入力

から、NVs のタイプ、頻度、および持続時間を構造的

に符号化します。この構造化アプローチにより、感情

Grad-TTS は、言語音声と、極めて表現豊かで感情的

- 1063 -

1-Q-25

日本音響学会講演論文集 2026年3月



に整合性の高い NV の両方を合成可能となりました。

Emotional Grad-TTS

NV Processor

• Verbal + fineNV:   < (crying) wuuuuu whep > why you do this to me.

NV token

Style Parser Discrete unit
Parser Duration Parser

• Verbal + coarseNV:  <crying> why you do this to me.

• Only verbal:   why you do this to me.

Fig. 1: The pipeline of non-verbal processing

3 実験

本研究では、感情豊かな言語音声合成を実現するた

め、混合英語女性話者データセット [3, 4]と連続的な

感情ラベルを用いてモデルを学習させました。NV合

成の比較対象として、提案手法である細粒度NVデー

タと、既存の粗粒度NVTTSコーパス [5]を使用しまし

た。

評価設定: 15名の参加者による主観評価を実施し、(1)

言語のみ、(2) 言語＋粗粒度NV、(3) 言語＋細粒度NV

（提案手法）の3設計を比較しました。評価指標には、

自然さ (nMOS)、表現力 (eMOS)、および感情認識

精度を用いました。テキスト入力には「What did

you do」のような言語的に曖昧な20文章を選定し、参

加者は計60サンプルを評価しました。さらに、幸福

(Happy) と悲しみ (Sad) におけるNV選好テストも実

施しました。

Fig. 2: The results of nMOS, eMOS and emotion

recognition accuracy.

結果: 主観評価の結果、提案する細粒度NV手法は自

然さにおいて僅かな低下が見られたものの、それを補

って余りある優れた表現力 (eMOS = 4.20) と最高の

感情認識精度 (78.8%) を達成しました。感情別分析

では、細粒度NVが高覚醒感情（happy 82.5%、 fear

82.7%）およびsad (98.3%) の伝達に決定的な役割を

果たすことが確認されました。選好テストでは、幸福

に対する「Cheering」、および悲しみに対する「複雑

な多部構成のCrying」への強い支持が示され、特定の

構造化されたNV発声の重要性が裏付けられました。
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Fig. 3: Preference evaluation results for different non-

verbal expressions.

4 おわりに

本論文は細粒度非言語表現データを構築し、ベンチ

マークを設定しました。この設計が高覚醒感情にお

いて特に、感情表現力と認識精度（平均 82.0%）を

大幅に改善することを実証しました。我々の知見は、

真に表現力豊かな感情TTSには細粒度な非言語キュ

ーが不可欠であることを検証し、リスナーの選好が、

happyとsadを伝えるための特定のNVタイプの重要性

を浮き彫りにしました。
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